
河河中中だだよよりり  
《第２３号》 

2024 年３月１日発行 

宇都宮市立河内中学校 

校長 森下 薫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ○○実実力力をを養養うう    

                              ○○友友愛愛をを深深めめるる  

                              ○○品品性性をを高高めめるる  

しらさぎ学級 校外学習・3 年生を送る会 
２月２０日（火）の午前、宇都宮市スケートセンターにおいて、しらさぎ学級の生徒たちが校外学習を

行いました。初めは少ししか進まなかったスケートでしたが、時間とともに滑れるようになりました。仲

間と楽しいひと時を過ごしました。また、２２日（木）の午前には、１・２年生が 3 年生の卒業を祝って

『3 年生を送る会』を開きました。球技・百人一首の後、送る会では、在校生・卒業生のことば、記念品

の贈呈を行いました。とても心温まる会になりました。 

魅力ある学校づくり地域協議会を開催 
 ２月２０日（火）午後 6 時から会議室に

おいて、第３回河内中学校魅力ある学校づ

くり地域協議会を行いました。会長様、校

長あいさつの後、うつのみや学校マネジメ

ントシステム「全体アンケート」から、今

年度の取組に対する感想や次年度に向け

てのご意見をいただきました。委員の皆様

ありがとうございました。 

全校集会・表彰を行いました 
２月２１日（水）朝の全校集会において各種表彰を行いました。今回も運動面・文化面で多数の生徒が

表彰を受けました。受賞された皆さん、おめでとうございます。 

詳細は『魅力協だより』をご覧ください。 

（さくら連絡網、学校ホームページに掲載しました。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『残り姿』～節目の締めくくりに～ 
 日本語の美しい表現の中で「残り姿」という言葉があります。「終わった後の姿」「その場からいなくな

った後の姿」のことを言いますが、「その場にいた人々の心が想像できる、気持ちの良い姿」のこととして

使われます。私が３年担任をしていたとき、卒業式翌日の教室に「残り姿」を深く感じました。そこには、

掲示物が外され、ロッカーも空になり、誰もいない机と椅子だけの空間があるだけです。昨日までにぎや

かだった教室も静かで、とても寂しく感じたことを思い出します。これは、１年生も２年生も同じこと、

あのときの笑顔、あのときの涙・・・一人一人が生き生きと学校生活を送ってきた姿が心に残ります。 

 １年間の締めくくりの時期になりました。残りわずかの期間ですが、どのような「残り姿」を残すこと

ができるのか、しっかりと考えてこの１か月を過ごしてください。 

 ２月２２日（木）５・６校時、体育館において 1 学年保護者会を開催しました。まず、代表生徒が「宇

都宮学」で学習したまとめを発表しました。続いて、学習・生活の振り返りがあり、最後に 2 年生でのス

キー教室、3 年生での修学旅行について概要が話されました。2 年生への進級まであと 1 か月、上級生に

なるという意識をもって、一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

1 学年保護者会を開催しました 

 2 月２６日（月）に専門委員会、２７日（火）に中央委員会が行われました。３年生は、今回の委員会

が中学校での最後の活動となりました。より良い学校生活になるよう３年間頑張ってくれました。ありが

とうございました。中央委員会では、各専門委員会からの報告と、先日実施した校則に関するアンケート

について執行部より話がありました。今後、校則の見直しについて検討を進めていきたいと思います。 

専門委員会・中央委員会がありました 

学校業務員さん・調理員さんへの感謝の会を開きました 
 2 月１９日（月）、２６日（月）昼の放送で、学校

業務員さん・調理員さんへの感謝の会（環境委員会・

給食委員会主催）を開きました。代表生徒による感謝

のことばの後、手紙を贈りました。いつも、環境の整

備、安全で栄養満点の給食をありがとうございます。 


